
簡易木材防腐処理法「拡散法」について(第 3 報)

異をる含水率のスギアカマツ安らびに

カラマヅ材を用いての防腐剤漆透試験

トf~

1.緒言

1:" 除
'-' ,., !日 一(1)

然 2 ，~日において(主，異なる合水率のフナ:立付を「日 L 、て，拡散法による防腐剤の珍透状怨を観祭 L. 防腐

処国の 1=1 n句をj己主しうるね度の ìf;透を示すため iこはJ&fJ150% の木材;'l;- 7.kー与があれば良いことを報合したュ

本;実験においても，異なる合水率のスギ J アカマツならびにカラマ、y辺材を用いて，防腐剤の渉透状出

を観察し，各樹種ごとに良好な穆透を示す大約の最低の合7J'çネをつ力、み得たので，その実i蜘τ!:果について

報FJーする。さらに，難i主ス-jcj・といわれているスギ亡、材についても，ブナ偽心材のナヨ合主同じく J玖了な結;~c

をmたので，その I5:; J1主;弐験の結果についてあわせて報↑与する

第 2 搬においては，板 11Hü. Hr: I=r 而，木口[凶の 3ì国よりの穆透状態について 111.)察したが，だの国におい

ても同じ傾向を示したため，本美，fÝ9tにおいては円絡を)1] \，、て，その: 9 Jinì首すなわち紋IlRiiに薬剤|を塗f、j し

て随線フ'Jr向の渉JEi.についてのみ視察した そのはか薬剤lの訓製，試験方法，法判長のìi!iJ定方法および薬剤l

の検川法などすべて筑 1 報と問機に仔った

2. 実験結果

本実験においてスギ‘材は，イた倒後尚 1 カ月経過しているが合7k$はまだあまり fJ~ ドしていないものを，

アカマツ材は伐倒後約 1 カ年泌j/Bしているが，その間水中に貯えられていたため合水率は相当高い状態を

保げしているものを，カラマツ材は伐倒後約 2 日経j/Bしたものを使JIJ した これらの材を適度に乾燥させ

て種々の含水率のものを調整し，実『倹に供した 合水半の ;l\lJ定はj参加é]長測定時に仔った 使HJ した薬斉IJは

第 2 報と同じく OSffiO・salt. 03ffio-plastic ，およびマレニヅトである日

実検結果は Fig.1 iこ示すとおりである この場合の謬潤長は 5 週間後に弗化ゾーダが月間面ょっ髄線

方向に穆透した長さである c

樹種ごとにみると，スギ辺材の場合，各薬剤ともに，含水率が 40% 以上のものは 5 週間後の彦清長が

最低 17mm で，含水率が増加するにしたがし、謬i閏長が増大しているご 100% 以上では，各薬剤ともに，

大体 25別刷以上を示している二逆に含7.k率が 40% より低下すると 7!ffi l閏長は急激に低下して 5~8mm と

なる。しかし 2 ， 3 例外があって . 17~18mm の穆透を去すものもあり，合水率と穆i関長の関係が舌Lれが

ちである。

(1) 木材部材質改良科防腐研究室



- 46.-- 林業内野別iJfjf: c被告 第 82 号

• sιp Wood 
111 /1 x HC曻Jt -WO棈 • 1 目
可円| ・ | ・ 1 
2日ト一一一一一一司--:w< --.-一一一ーー|一 一 一 一卜

。

]
h
)コー . . -.. 

i弘
叶
。
?
ι
f
i
 

=
←q
-
L
q
v
Z

刊
.. 

・ 2

1TJ;ç, 

戸初←ー
乞

2 10ト;. • • .•. 
・

町 I I I 

j 日 40 50 60 70 50 く刃 30 40 50 CU 'lU 80 < '�:' 刈 40 50 EO 70 80 < % 

OSmO-Si1 lt ‘ Osmo .pltJjt:c m瀝enit 

Fig. 1 .1l11なる含水準の木材をJlJI，、ての間関剤目安透結果 (5 .ilM fl iJ l支)
The radial penetr旦tion of a few preservatives on the wood with various 

moisture cont巴 nts after five weeks. 

スギ心材の場合f:し合水率の訓整がふてぎわであったヵ、ら，はっきりとした崎界の合水率をつ方、むこと

はできなかったが，大休どの薬剤でも「丙J' -合水準ではì;g; iß~長がj旦材より少し劣るが， 1t粉'I!~良好な 'lf; J[iを

示しており，合水ギが高ければ 5 j)ill fltj で:最!dì 28mm の ìf:ìWJ長を示している c 止、いもので 40% 付近の含

水~{fにおいて 15mm の ìØiL\\j長を示している ν

アカマツ辺材の;場合l土各楽剤ともに，合7.Kギが 30-409':' ではその謬科長は 6~l.Omm で悲く，含水率

が 40~55% では 10~15mm であり， ω% 以卜ーのf，;-7.K，ctS ;こ;1;してはじめてその ì:G if\l]長が 20:1'lm または

それ以 kに注する

カラマツ辺;j;Jーの場合は，試験材のf，;-7.K半の種，l1J'jf主多くないが，各薬剤ともに合水率が 40% 以上ではそ

の7wìWH毛は 20mm 以 kを示しており，合水率が 30;)~ 白íî仮に低ドすると ì多透長も急激にfJ~ ドして lOmm

Jバ 7ごとなる ε

3. 考察および結論

第 2報におけるプナ辺材の場合と同様に本実験においても，合7.K率が30%付近では，薬剤，樹種のいか

んを問わず，その($i閏長が急激に低下することを示した これは拡散法により防腐剤を材中深く渉透させ

るためには，自由水が必要で、あることを示すものであり，また，第 2報の結果をふたたび陸認するもので

ある υ 各薬剤ごとの彦透性に関しては，ほとんど差異がなく，大体各樹種ごとに同ーの傾向を示しているこ

本実験で良好な7g透とみなす基準の長さを，プナ辺材の場合と同禄に，円周囲から 20mm 以上と仮定

すると，本実験結来から，スギおよびカラマツ辺材の場合に 40% 以上の含水率では良好な彦透を期待す

ることができると考えられる c ただし，実用的に安全度を見込んで 50% とすればより確実である c

アカマヲ辺材の場合はその合7.K率が 50% でもあまり良い彦透を示さず， 60% 以上の含水率において
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はじめて ， ìfìW!長が 20mm 以上を示している"この実'倹総1)[\から良好なìioÆを示す最fJ~のfわ1]\ギ(土 60%

とした方が安全である (ifjゆえに， アカマヅのみが高い含水率を必要とする結果を示したかは，その問(

悶が実験探('1 によるのか，アカマ、y と L 、ぅ t!H種の j!f1.f，'1j学f向性質によるのカ、は不明であるィ

スギ‘心材の場合は， 1ミ[crな 7f.'透を示すj浸似の合Jk~事を明確にすることはできなかったが，大体 50?'~ 以上

の合水率であれば，辺材の jおをには 1えばないが，型íÊi主ス材としては良好な法j査を示し，拡散法による防関~1

]司法が燥注ス村・におJ しとは }JIl庄注ス!<llJl[l訟にj七ベて，只好な~jJl[1i.tであることを確犯することができた。

4. 摘要

:;;W~なる合7.Kネのスギゴ'J -,,' ''J およびカラマツの辺材をfIl l 、て，拡散主主による Osmo-salt Osmo-pbstic 

およびマレニヤトの 3 防腐剤の法透試験を行った

試験方法そのほ泊、はすべて傍1， 2 報と向様であるが， /LJ殺の円州国iに薬剤を塗{~して髄札県方向の法透

のみを測定し 5 週間後に円F司国よりの j雲間長が 20mm 以上の穆透を示す最低の合水率はスギおよびカ

ラマツにおいては不J 40% ，アカマツにおし、ては約 60% て‘あったc しかし，実Hl!'l(Jには， スギおよびカ

テマザは 509ó とするのが迎当と考えらわる

燦(Ì:スヰ寸であるスギ心材の ìf;透試験をもあわせて行ったが，合水率が 50% 以上で1・!日当良好な渉透結果

が得られ，拡散法による|切開処J:[H?去は，材の合))'(率さえ適当ならば， 1，11注入材に対して加l圧処別法にJtべ

て，かなり良好な結果を示すことが期待できるということを確認することができたf
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Shozi A:iI[]G )[[Yλ: Preservation of Wood by the Diffusio口 Process. (111) 

The penetrating test of a few preservatives on the sapwood of Sugi, Akamatu 

and Karamatu with various moisture contents. 

R駸um� 

It was reported that the adequate amou口t of moisture content in the sapwood of beech 

to facilitate good penetration into it was at 1巴ast above 50% , if a depth exceeゴing 20mm , 

at which the preservative p巴netrated from the sic1e surface into the wood was regarc1ec1 as a 

fairly gooc1 penetration (see Report 11). 

In this study, the penetrating test of a few preservatives on the s司pwood of Sugi 

(Cryptomeria jaμmica) ， Akamatu (Pinus de河'siflora) ， and Karamatu (Larix f{σem戸'feri) with 

various moisture contents by means of the c1iffusion process was carried out, and the limit 

of moisture content in each species at which preservatives can penetrate to a maximum is 

reported. 

Th巴 preservatives used in this study w巴re Osmo-salt, Osmo-plastic and Malenit. The 

preservatives (powcler: w司ter= 1 : 1) were brushed on the circumfere配e of a disk of the 

wood , and the c1epth ()f the radial penetratio口 was measured. 

The raclial penetration of a few preservatives on the wood with various moisture contents 

after five weeks are shown in Fig. 1. The penetration of preservatives shown in Fig. 1 was 

indicatecl as the depth penetratecl by sodiumfluoride mixed in each preservative. 

As can be seen in Fig. 1, the limit of moisture content in each species at which the 

c1epth of the radial penetration from the circumference was above 20 nun after five weeks 

was about 40% in Sugi and Karamatu , and about 60% in Akamatu. But it is thought that 

for pr司ctical use its moisture content is 50% in Sugi and Karamatu. Below the moisture 

content of about 30% , the preservatives did not penetrate so well in each species. 

The test was carriecl out in orcler to make sure of the possibility of preservatives 

penetrating into the heartwood of Sugi by means of the diffusion process, which is said to 

have much c1ifficulty in penetrating. The results obtained are shown in Fig. 1. 

Fig. 1 shows that the depth of the radial penetration in the heartwood of Sugi above 

moisture contents of 50% was about the same as that of the sョpwrod.

Finally, it is conclucled that preservative treatment by the c1iffusion process is preferable 

lO the pressure process for wccd in which penetrating is said to be very difficulty if its 

l110isture content is higher. 


